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（２） 【下水道事業】
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資料３

① 経営戦略の見直し（素案）について
② 下水道ビジョンについて



２. 下水道ビジョンについて

２.１ 公表用冊子の作成状況
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２.１ 公表用冊子の作成状況

２ 下水道ビジョンについて

基本理念・基本方針

施策体系図（目次）

第1章 現状と課題

第2章 施策と取組

第3章 下水道ビジョン
の趣旨と位置づけ

資料編

＋安城市下水道
に関連した情報

下水道とは
安城市の下水道
安城市下水道のこれから
施策体系図（目次）

序 章

本 編

第1章 経営基盤の強化
第2章 衛生的な水環境の維持
第3章 維持管理の効率化

第4章 ビジョンの実現に向けて

資料編

前回の構成 今回見直した構成
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（１）序章について【下水道とは】

下水道の役割について、整備前（左
側）と整備後（右側）を比較できるよう
に左右に並べた構成にしている。

市民のみなさまに下水道利用する上で
の注意点、情報などを記載

↑整備前 ↑整備後

使用した水（汚水）が処理されてき
れいになるまでの内容を記載。
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（１）序章について【安城市の下水道】

下水道の歴史

上側が日本、下側が世界の歴史となっ
ている。

安城市下水道の歴史

安城市下水道にとって重要な出来事を
まとめている。また、油ヶ淵の水質浄化
の歴史を追加予定。

安城市が3つの流域に分かれているこ

とを表現し、また安城市では複数の絵柄
のマンホールがあり、その情報について
も記載している
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（１）序章について【安城市下水道のこれから】

全国の下水道の状況を記載しており、
安城市だけではなく、他の自治体も多く
の問題を抱えていることを示している

課題解決に向けて、ビジョンの目的、
キーワード（基本理念）を示し、“安城市
下水道ビジョン”としてお伝えしたい事項
について記載

取り組み方針として、三つの観点を提示
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（１）序章について【安城市下水道ビジョン（施策体系図）】

取り組むべき課題 基本方針

下水道に接する機会の創出 P.○

有収水量の減少 P.○
情報発信の強化 P.○

１－Ｂ 下水道の未普及対策 下水道の計画的な整備 P.○

厳しい財政状況 P.○
研修会等への参加 P.○
ＤＸ人材の育成 P.○

市民の関心・要望 P.○

2－Ａ 接続率向上の取組み 下水道の接続率向上の情報発信 P.○

下水道施設の老朽化 P.○ 2－Ｂ 広域化・共同化の推進 農集から公共下水道への統合 P.○

2－Ｃ 独自財源の確保 独自財源の確保 P.○

大規模災害のリスク P.○ 2－Ｄ 適正な下水道使用料設定の検討 適正な下水道使用料の検討 P.○

地球温暖化 P.○ 3－Ａ 公民連携の検討 公民連携の検討 P.○

3－Ｂ 災害訓練の実施 災害時対応の訓練の計画的な実施 P.○

技術革新 P.○
下水道施設の修繕改築 P.○
下水道施設の耐震化 P.○

3－Ｄ 新技術導入の検討 新技術導入の検討 P.○

第３章　下水道ビジョンの趣旨と位置づけ　　P.○～

下水道ビジョン策定の趣旨 P.○ 用語集 P.○

下水道ビジョンの位置づけ P.○ ・・・ P.○

下水道事業とSDGs P.○

計画期間 P.○

下水道ビジョンの推進 P.○

第１章　現状と課題　　　　　　　P.○～ 第２章　施策と取組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P.○～

下水道事業を取り巻く現状 施策 具体的な取組

市民への啓発活動の実施

➡

１－Ｃ 市職員の技術力維持・向上

維持管理の
効率化

➡
安全で強靭な
下水道の構築

➡ ➡

衛生的な
水環境の維持

安心できるきれいで
快適な暮らしの創造

3－Ｃ 修繕改築・耐震化の実施

➡ ➡

経営基盤の
強化

➡
安定して持続する

下水道サービスの提供
➡ ➡

資料編

１－Ａ

前回の審議会にて示した施策体系図

前回の審議会にて示した施策体系図を、より柔らかく分かりやすいデザインへ見直した

見直した施策体系図
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（2）本編【第1章経営基盤の強化】

現状
課題

補足的な情報

取組方針

具体的な取組

市民のみなさまに伝えたいこと
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（2）本編【第2章衛生的な水環境の維持】

現状

課題

補足的な情報

取組方針

具体的な取組
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（２）本編【第3章維持管理の効率化】

現状

課題

補足的な情報

取組方針

具体的な取組

市民のみなさまに伝えたいこと
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（２）本編【第4章ビジョンの実現に向けて】


